
令和5年度島根県総合防災訓練（図上訓練）を実施しました。 【防災部防災危機管理課】
１．概要
大雨による災害発生時における県災害対策本部の運営について、ロールプレー

イング方式により災害対策本部図上訓練を実施して、県の災害対応能力の向上を
図る。

２．日時
令和５年９月１日（金）9:30～16:30

３．会場
島根県庁6階 ６０２～６０５会議室

４．参加者 ２５機関 約１００人
【県及び市町機関】
県災害対策本部職員、松江・雲南地区災害対策本部職員、松江市・安来市・
雲南市・奥出雲町職員、防災航空隊、県警本部（県警ヘリ要員含む）、
県立中央病院（DMAT）、障がい福祉課（DPAT)

【関係機関】
国土交通省松江地方気象台、中国地方整備局松江国道事務所、海上保安庁

（境海上保安部、美保航空基地）、自衛隊（島根地方協力本部、第１３偵察隊、
中部方面ヘリコプター隊第３飛行隊）、中国５県広域支援連絡員、日本赤十
字社島根県支部、松江赤十字病院、松江市消防本部、西日本電信電話(株)、
中国電力(株)、中国電力ネットワーク(株)、島根県隊友会

５．訓練想定
日本海に活発な梅雨前線が停滞し、県東部に線状降水帯による猛烈な雨が

連続して降り続き、安来市で土砂災害等による人的被害、住家被害が発生。
近年の大雨災害を参考に、激甚災害規模の被害を設定する。

６．今後の対応
この訓練を今後の災害対策本部の運営にいかし、県の防災体制の強化に

取り組んでいく
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